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進化する渋谷

　渋谷が成熟都市ロンドン・パリ・ニューヨークに並び、世界に誇る渋谷独自のローカルな魅力を

強化していくためには、都市の資源や地域特性を再認識したうえで、まちが何を大切にし、何を目

指して変化すべきか、対話による探求と共有が必要です。

　そのため、渋谷駅周辺まちづくりビジョンでは、渋谷の変化を享受し渋谷駅周辺の個性を最大限

に活かすまちづくりに繋がる４つの視点を示し、自由闊達な意見交換の材料として活用することを

大きな目的としています。

　さらに、渋谷に住む人、働く人、学ぶ人、遊ぶ人、そして渋谷を愛し応援して下さる多様な人々が、

世代を超えて交流し未来を語り合い、まちの将来像実現に向けた取組みを発見していく場の創設を

提案します。
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都市再生緊急整備地域
特定都市再生緊急整備地域
アジアヘッドクォーター特区

渋谷駅周辺

【凡例】

渋谷駅中心地区

■ 対象エリア■ 渋谷駅周辺まちづくりビジョン策定の背景

■ 渋谷駅周辺まちづくりビジョン策定の目的

はじめに

渋谷駅周辺まちづくりビジョンの背景と目的

●渋谷駅の機能更新と再編及びそれと連携した渋谷駅中心地区で
　の大規模再開発によりまちが大きな変革期を迎えています。
●渋谷らしさの継続や 3.11 以降の防災や環境に配慮した持続可 
   能なまちづくりを検討する必要があります。
●行政が主体となって進める部分だけでなく、渋谷に関わる多様
   な人々が主体となるようなまちづくりの仕組みが必要です。

代々木 原宿

表参道・青山

渋谷駅周辺

渋谷駅中心地区

恵比寿代官山

南平台

松涛

渋谷駅中心地区と連携し、将来へ向けて持続可能なまちづ
くりを展開するための渋谷駅周辺のまちづくりの視点を
共有

住民や様々な世代の渋谷に関わる多様な人々が参加し創
り上げていく " 協奏するまちづくり " へと展開

渋谷駅中心地区と連携し、将来へ向けて持続可能なまちづ
くりを展開するための
共有①
住民や様々な世代の渋谷に関わる多様な人々が参加し創
り上げていく②
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【渋谷駅中心地区の将来像】　
世界に開かれた生活文化の発信拠点 " 渋谷 " のリーディングコア

住民や渋谷に関わる多様な人々とともに渋谷駅周辺のまちづくりを検討していく視点

協奏するまちづくりのイメージ：まちを構成する在住者、在勤者、企業等が、渋谷を応援する来街者、学生、研究者
　　　　　　　　　　　　　　　など多様な人々と交流し、まちの将来像を語り合うことで、実現に向けた取組みを
　　　　　　　　　　　　　　　発見していくまちづくり

渋谷駅中心地区まちづくり指針2010

実現手法

住民や渋谷に関わる多様な人々とともに創り上げる

" 協奏するまちづくり "の展開

渋谷駅周辺まちづくりビジョンの位置づけ

渋谷駅周辺まちづくりビジョン

【まちづくりの考え方】　
“渋谷”のまちの変化を享受し、渋谷駅周辺の個性を最大限に活かす、
「住民や渋谷に関わる多様な人々」が主役となるまちづくりを検討する

まちづくりの視点１

渋谷のまちの発展経緯

まちづくりの視点２

まちづくりの視点４まちづくりの視点３

まちの多様な顔を生む

" 渋谷スケール "

谷地形の上に出来上がってきたまちの履歴を知る

歩いて楽しい

" 渋谷ストリート "

世界への発信力を持つ

" 渋谷カルチャー "
様々な機能が混在し多様な交流を生む

" 渋谷ライフ "
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　渋谷のまちは西渋谷台地、代々木台地、東渋谷台地の３つの台地の間を渋谷川、宇田川が流れ、標高差約
2 ０m のすり鉢状の地形の上に成り立ってきました。
　

■ 渋谷駅周辺での主な出来事とそれに伴って出来上がってきたまちの構造

渋谷のまちの発展経緯
谷地形の上に出来上がってきたまちの履歴を知る

3 方の大地に囲まれた地形に合わせて街道が成立
し、特に大山街道沿いは盛り場として栄えました。
その谷底に、後の渋谷駅（渋谷停車場）ができ、
玉川電鉄が開通しました。

東横百貨店などが開業し始め、買い物を目的とし
た集客という都市生活の新たな形態を生み出しま
した。

写真出典：白根記念渋谷区郷土博物館

地図出典：
今昔マップ on the web

地図出典：
今昔マップ on the web

写真出典：白根記念渋谷区郷土博物館
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昭和 平成

渋谷駅 渋谷駅

渋谷駅周辺開発ヒカリエ１０９パルコ西武デパート
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　昭和初期には複数の駅舎が整備され、復興やオリンピックを契機としたインフラ整備を経て、ターミナル駅
のポテンシャルを活かした商業集積地・生活文化の発信地として発展してきました。   谷地形の上に出来上がっ
てきたまちの履歴を認識し、今後のまちの変化へと対応していくことが重要です。

東京オリンピックを契機にインフラ整備が加速す
るとともに大規模な商業施設が建ち始め、現在の
渋谷のまちなみが形成されていきました。

2027 年までに渋谷駅を中心とした大規模開発が
進行する予定である渋谷は、現在大きな変革期に
あります。

地図出典：
今昔マップ on the web

写真出典：白根記念渋谷区郷土博物館 上右図提供：渋谷駅前エリアマネジメント協議会

年表参考：図説渋谷区史
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　渋谷は、地形や時代の変遷に応じて様々な路地ができ、多様なスケールの建物が混在してきたことで、渋谷
らしい特徴のある景観が形成されてきました。開発気運が高まっている現在、渋谷らしい多様なスケール感を
継承していくことが重要です。

■ 渋谷のまちのスケール例

まちづくりの視点１
まちの多様な顔を生む "渋谷スケール "

まちの顔・シンボルとなるスケール

連続したまちのにぎわいをつくるスケール

界隈性あるまちなみを生むスケール

渋谷駅から延びる広い放射状の街路に沿って立ち並び、ストリートの個性を印象づける要素と
なっています。

個性的なデザインに加え、間口も広く、坂道が分かれる先端などの視認性が高い場所に立地し
ています。

路地や裏道に沿って、間口の小さな店舗や事務所が密集して立ち並んでおり、そのまちなみが
界隈性を生み出しています。

▲ Apple Store

▲スペイン坂周辺

▲ 109

▲タワーレコード

▲井の頭通り（ハンズ通り）周辺

▲パルコ

▲ディズニーストア

▲百軒店周辺

▲ヒカリエ
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まちづくりの視点２
歩いて楽しい "渋谷ストリート "

　渋谷は、起伏に富んだ谷地形の上に広がる放射状街路の中に、入り組んだ路地がつながっており、複雑な道
のネットワークが構成されていますが、一方で東京駅周辺は碁盤の目状で平坦な構成です。渋谷の個性的なス
トリートで育まれてきた文化を、どのように継承し、さらに発展させ、発信していくかということが、渋谷が
魅力を持ち続けるためには重要です。

出典：基盤地図情報（国土地理院）

東京駅渋谷駅

参考：渋谷区 HP「通りの名前」

■ 渋谷駅周辺と東京駅周辺におけるストリートの比較

■ 渋谷のストリートの名前

⑪センター街バスケット　　
　ボールストリート

⑦文化村通り
⑲ファイヤー通り

⑥ランブリングストリート
⑱宮益坂

⑤オルガン坂
⑰美竹通り

④オーチャードロード ⑯公園通り

③区役所通り ⑮プチ公園通り

②無国籍通り ⑭キャットストリート

①コルネット通り ⑬イエローストリート

⑧ SING 通り
⑳フィンガーアベニュー

⑨サンドイッチロード

�間坂

�ペンギン通り

�スペイン坂

⑩道玄坂

�井の頭通り（ハンズ通り）

�西郷馬車道通り⑫桜坂

▲道玄坂 ▲センター街バスケットボールストリート ▲公園通り ▲スペイン坂

渋谷駅周辺：放射状の街路と路地の入り組み 東京駅周辺：碁盤の目状で直線的な街路
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まちづくりの視点３
様々な機能が混在し多様な交流を生む "渋谷ライフ "

■ 渋谷駅周辺の個性的なエリア

②
界隈性のある滞在・
エンターテインメント
エリア

①
渋谷の顔となる
にぎわい核エリア

④
落ち着きある市街地の中に
個性的な店舗が喧騒から
滲み出すエリア

代々木上原方面

池尻大橋・三軒茶屋方面

代官山・恵比寿方面

表参道・青山方面

原宿方面

⑦
表参道・青山方面の玄関口とな
るにぎわいと落ち着きを兼ね備
えたエリア

⑥
原宿・表参道と
一体化する
ファッショナブルな
にぎわいエリア

⑤
多様なライフスタイルを
発信する特徴的な
商業エリア

⑧
産業育成に寄与する
緑豊かな職住近接エリア

⑨
クリエイティブなライフスタイルを形成
する生活とにぎわいが融合したエリア

Ⅳ
邸宅や大使館等の落ち着きを備え、
代官山方面へと連続するハイセンスな
ライフスタイルが展開するエリア

Ⅲ
渋谷にありながら
地域に根ざした生活感を
感じられるエリア

Ⅱ
ファッショナブルな
にぎわいが滲み出す中に
生活が展開されるエリア

Ⅰ
お屋敷街を起源として
現代まで洗練されてきた
エリア

③
利便性が高いビジネス街の中に
雑然としてエネルギッシュな
繁華街が広がるエリア

交通・文化・交流
の結節拠点となる
駅中心地区

　生活文化の発信地・商業集積地としての歴史を積み重ねてきた渋谷駅周辺では、多様な機能が混在する様々
な個性を持ったエリアが広がっています。今後は、各エリアの個性を活かしつつ、周辺エリアとの連携を図る
まちづくりが重要です。

各エリアの中心的な機能イメージ

：働く ：学ぶ ：住む ：遊ぶ

N



出典：NPO法人ピープルデザイン研究所
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■ 渋谷に訪れる訪日外国人旅行者数の推移 ■ 渋谷区の観光名所ランキングと口コミ数

■ 文化発信施設の立地と多様な文化のイベント

出典：国別外国人旅行者行動特性調査（H24 ～ H26）
　　　年別訪日外客数、出国日本人数の推移（日本政府観光局 H27） 出典：トリップアドバイザー ®(H28.3)

まちづくりの視点４
世界への発信力を持つ "渋谷カルチャー "

　渋谷には多くの文化発信施設が立地しており、多様な文化に触れられる環境が形成されています。また、近
年多くの外国人旅行者も訪れています。国内外の人々が多様な文化に触れることができる渋谷のよさを考える
ことが重要です。

▲渋谷ファッションウイーク

出典：基盤地図情報（国土地理院）

▲渋谷芸術祭

▲金王八幡宮例大祭
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シブヤパブリック展　
～渋谷駅周辺のまちづくりと都市デザイン～

渋谷のミライを発見するワークショップ

未来の渋谷の可能性をひろげるシンポジウム
～Making Maybe." かも "づくりフューチャーセッション～

●未来の渋谷の可能性をひろげるため、渋谷らしい暮らし
　方、遊び方、働き方を考えるシンポジウムを開催し、広
　い視野や様々な角度からゲストと会場が一体となった対
　話が展開されました。
●このシンポジウムを経て、区民・町会・商店会・企業・
　行政などが協力して、多様な人々による様々なアイディ
　アの実現を目指していく仕組みづくりの輪を広げていく
　ことをお伝えしました。

●渋谷駅周辺の長期にわたる再開発事業、そのダイナミッ
　クな将来開発計画と " 渋谷らしさを強化する " まちづ
　くりの取組みを紹介しました。
●平成 26 年度に計３回開催され、延べ約 13,000 人の方
　にご来場いただき、渋谷駅周辺のまちづくりへの多くの
　期待や要望の声が寄せられました。

●渋谷のまちが変身する過程を、工事現場見学を通して体
　感することが出来る親子ツアーや、取り壊し前のオフィ　
　スビルを舞台とした子どものワークショップなどが開催
　されました。

●渋谷駅前エリアマネジメント協議会 * では、渋谷をもっ
　と好きになってもらえるような取組みを進めています。

* 渋谷駅前エリアマネジメント協議会：渋谷駅周辺の開発事業者、渋谷ヒカリ
　エ管理組合、国土交通省東京国道事務所、東京都第二建設事務所、渋谷区か
　ら構成される協議会

▲シブヤパブリック展の様子

▲ワークショップの様子

▲シンポジウムの様子
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■ これまでの取組み

住民や渋谷に関わる多様な人々とともに創り上げる
" 協奏するまちづくり "の展開

　渋谷区は、平成 26 年度に開催したシブヤパブリック展で渋谷駅中心地区の将来像を展示しました。また、
官民が連携して開催した工場現場見学やワークショップなどを通じ様々な人々に対し渋谷の将来像を発信して
きました。また、平成 27 年度にはシンポジウムを開催し、渋谷のまちづくりに様々な人々が関わる場づくり
を開始しました。



新しいまちづくり手法の３つの機能新しいまちづくり手法の３つの機能新しいまちづくり手法の３つの機能

交流・協働の場

地域シンクタンク機能

情報発信拠点

●対話による新たなまちづくりの方策の抽出

●多彩な人々によるコミュニティの創出

●地域で思いを実現したい人々と企業等の交流

●協働・交流の場での対話を実現するための検証
●まちづくりに関する研究者・企業等のマッチング
●企画・研究の成果を行政施策へと転換する検討

●協働・交流の場における取組みと成果の発信
●地域シンクタンク機能による検証成果を発信
●渋谷の未来の可能性をひろげる提案の発信

地域シンクタンク機能

【視点４】
世界への発信力を持つ
“渋谷カルチャー”

【視点３】
様々な機能が混在し多様な
交流を生む“渋谷ライフ”

【視点１】
まちの多様な顔を生む

“渋谷スケール”

【視点２】
歩いて楽しい

“渋谷ストリート”

Out put

働く人住む人

『生活文化の発信拠点”渋谷”の実現』

学ぶ人 企業 大学 行政

渋谷の未来の可能性をひろげる提案

来街者

イイね！
応援する人

研究者

渋谷駅周辺まちづくりビジョンの４つの視点をもとに進められる“協奏するまちづくり”の展開

地域へ

世界へ

町会町会

エリアマネジメント
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商店会
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遊ぶ人
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　まちを構成する区内在住・在勤者・在学者、企業
等が、渋谷を応援する多様な人々（来街者、学生、
研究者など）と交流し、まちの将来像を語り合う中
で、実現に向けた取組みを発見していく新しいまち
づくりを検討します。
　新しいまちづくり手法では、多様な視点で渋谷駅
周辺のまちづくりを話し合う協働・交流の場を設け、
地域ニーズについて検証・検討を進める地域シンク
タンク機能と、インフォボックス等との相互連携に
よる情報発信拠点機能の創出を目指します。

■ 新しいまちづくり手法のイメージ

新しいまちづくりの取組みについて



お問い合わせ先

渋谷区　都市整備部　渋谷駅周辺整備課

〒150-8010　東京都渋谷区渋谷1-18-21（仮庁舎）

TEL：03-3463-2628（ダイヤルイン）　　　FAX：03-5458-4918

渋谷区
Shibuya  City

◆注意事項◆
ダウンロードしたシンボルマーク使用の際、各都道府県、
各市町村のマーク使用規定や使用許諾などについて利用
者ご自身がお問い合わせの上、ご確認下さい。
他のアプリケーションでご使用の際は、下記操作方法を
ご参照下さい。
1：AdobeReader（又はAcrobat等）のスナップショット
ツール（又はグラフィック選択ツール）でコピーしたい
マークをドラッグし指定する。
2：編集→コピー
3：使用したいアプリケーションを起動
4：編集→貼り付け（又はペースト）

渋谷区都道府県章・市章ＰＤＦダウンロード

http://www.chubu-net.co.jp


